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令和7年2月の東京国際空港におけるゴーアラウンドについて

回数 割合 回数 割合 回数 割合

気象 5 29.4% 9 37.5% 14 34.1% 回数
区内上空
通過数 回数

区内上空
通過数

地震 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%  1月 10 3 14 9

バードストライク 8 47.1% 3 12.5% 11 26.8% ※ 2月 7 3 10 5

パイロット 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

間隔不十分 0 0.0% 2 8.3% 2 4.9%

滑走路離脱遅れ 1 5.9% 4 16.7% 5 12.2%

機材 0 0.0% 5 20.8% 5 12.2%

その他 3 17.6% 1 4.2% 4 9.8%

合　計 17 100% 24 100% 41 100% 合　計 17 6 24 14

 理由別割合（令和７年累計）

●Ａ滑走路北向き着陸 　●Ｂ滑走路西向き着陸 　●Ａ・Ｂ滑走路合計 【参考】 令和6年

486回（Ａ滑走路北向き着陸：202回　Ｂ滑走路西向き着陸：284回）

Ｂ滑走路西向き着陸

　　　　※当月委員会報告分

理由別
Ａ滑走路北向き着陸 Ｂ滑走路西向き着陸 合　計

月別
Ａ滑走路北向き着陸

       (令和７年１～２月累計)
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令和7年2月の東京国際空港におけるゴーアラウンド（A滑走路北向き着陸、B滑走路西向き着陸）について

日　付 曜日 時　刻 滑走路 便　名 機　材 理　　　由 大田区上空通過 備考

1 R7.2.2 日 10:00 34L SKY302 B738 バードストライクによる滑走路閉鎖のため －

2 R7.2.2 日 10:02 34L ANA294 A20N バードストライクによる滑走路閉鎖のため －

3 R7.2.2 日 10:04 34L JAL454 B763 バードストライクによる滑走路閉鎖のため －

4 R7.2.4 火 13:36 34L JAL256 B763 気象の乱れにより進入が安定しなかったため －

5 R7.2.4 火 14:10 22 JAL256 B763 ウインドシアー ●

6 R7.2.6 木 8:13 22 ANA86 B738 バードストライクによる滑走路閉鎖のため －

7 R7.2.6 木 8:14 22 JAL490 B738 バードストライクによる滑走路閉鎖のため －

8 R7.2.6 木 8:14 22 JAL474 B738 バードストライクによる滑走路閉鎖のため ●

9 R7.2.6 木 11:21 22 SNJ14 B738 ウインドシアー ●

10 R7.2.7 金 13:04 22 CSN385 B789 他の航空機との間隔設定のため －

11 R7.2.7 金 21:24 22 AAR1065 A333 気象の乱れにより進入が安定しなかったため ●

12 R7.2.12 水 9:34 34L ANA620 B738 バードストライクによる滑走路閉鎖のため ●

13 R7.2.12 水 9:35 34L JAL38 B763 バードストライクによる滑走路閉鎖のため ●

14 R7.2.12 水 14:59 22 HVN384 B789 先行到着機の滑走路離脱遅れのため ●

15 R7.2.12 水 19:51 22 JAL326 B763 機材トラブルのため －

16 R7.2.14 金 19:04 34L JAL614 B738 トーイング機等の滑走路離脱遅れのため ●

17 R7.2.15 土 22:17 22 SIA634 A359 ウインドシアー －



南風運用（15時～19時）に関わる騒音測定状況等について（令和 7年 1月） 

 

1 測定地点別騒音状況 月別一覧 

⚫ 大森第五小学校（大森本町 1-10-5）         ［ 単位：dB ］ 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

最大値 69.8            

最小値 57.7            

平均値 62.7            

 

⚫ 羽田小学校（羽田3-3-14）         ［ 単位：dB ］ 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

最大値 82.9            

最小値 63.8            

平均値 73.8            

  

2 滑走路別離発着回数 月別一覧          ［ 単位：回 ］ 

月 

滑走路 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計 

A 着陸 216            216 

B 離陸 291            291 

C 着陸 422            422 

   ※ 新飛行経路による運用は、令和2年4月3日より開始 

羽田空港対策特別委員会 

令和７年４月16日 

まちづくり推進部 資料45番 

所管 空港まちづくり課 

国土交通省資料「羽田空港のこれから」より作成 

到着14回程度/時 

約 

約 

到着30回程度/時 

出発20回程度/時 

出発21回程度/時 

出発5回程度/時 



 

 

 

羽田空港に関する対策の経過 

 

（５１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和７年３月 

 

 

大  田  区 

羽田空港対策特別委員会 

令和７年４月 16 日  

まちづくり推進部 資料 46 番 

所管 空港まちづくり課 
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令和６年度　運動方針

　本協議会は、昭和 42 年（1967 年）の設立以来、経済社会構造に対応した空港整備の推進
と環境対策・安全対策の充実・確保を求めるとともに、航空機燃料譲与税制度の維持やＣＩＱ

体制の強化を求めるなど、広範な運動を展開してきた。

　航空を取り巻く環境はコロナ禍において様々な影響を受けてきたものの、昨年５月に感染症

法上の位置づけが変更されて以降、社会経済活動全般の再開に伴い航空需要は順調に回復して

きた。国際線に関してはインバウンドが好調に推移し、2023 年の訪日外国人旅行消費額は、
2023 年３月に決定された新たな観光立国推進基本計画の目標を上回り、コロナ禍前の 2019
年を超えて初めて５兆円を突破した。2024 年の訪日外客数も、４月末時点においては 2019
年を 5.7％上回っており、今後も、航空需要のさらなる拡大が見込まれる。
　航空による国際・国内交流がさらに拡大し、2025 年大阪・関西万博等の開催も控える中、
各空港において滑走路増設や延伸、空港アクセス強化など、安全・安心で持続可能性と利便性

の高い航空・空港サービスの実現に向けた事業が進められている。一方で需要拡大に伴い、人

手不足や航空機燃料の供給不足等の課題も発生している。今後はさらに、空港を活かした地方

活性化に向けて、地域の魅力向上と相互連携をはかりつつ、全国の空港において、地方の国際

線再開・路線定着を含めた受入体制強化、利便性向上及び利用促進を時代に即して強力に推進

することが求められる。

　一方、航空需要の拡大が進み、空港の混雑に伴いオペレーションが複雑化する中、航空に対

する信頼を揺るがしかねない重大な事故も発生している。需要拡大に伴い利便性や効率性向上

の要請が増す一方で、今一度、運航や航空機の安全管理を徹底することが求められる。加えて、

人材不足が顕著になっているグランドハンドリングなどの空港運営スタッフや、航空機や運航

の安全管理を担う管制官、操縦士や整備士の技能維持及び人材確保についても、さらなる対策

の推進が必要である。

　また、近年、大規模な地震や台風等が各地で発生する中、自然災害が発生した場合において

も航空ネットワークを維持できるよう、空港ＢＣＰ（事業継続計画）の改善や空港連携の深化

など、迅速かつ機動的に対応しうる危機管理体制の構築が必要である。空港は災害時に防災拠

点・輸送拠点として活用されるほか、新幹線等地上交通機関の代替輸送においても重要な役割

を果たしている。加えて、平時の救急医療においても欠かすことのできない都市基盤施設であ

ることからも、様々な事態を想定した積極的な整備及び適切な管理が求められる。また、災害

等の影響を低減するためには、都市部空港への一極集中の是非についても検討が必要である。

　他方では、「2050 年カーボンニュートラル」の実現に向けて、国土交通省が示す「航空脱
炭素化基本方針」に基づき、各空港において空港脱炭素化推進協議会が設置され空港脱炭素化

推進計画の策定が進められるなど、航空分野においても脱炭素化の取組が加速している。

　こうしたことから、本協議会は、本年度の運動方針として、航空の安全の確保並びに航空需

要の拡大、航空ネットワークの充実や公共交通としての地方路線・離島路線の維持方策の充実

を強く国に求めるとともに、空港と周辺地域が調和し、ともに発展するため、自主事業の充実

をはかりつつ、下記重点事項の実現に向けて強力に運動を展開する。

記

　　　　　　１．財源の確保

　　　　　　２．航空の安全の確保と防災対策の充実

　　　　　　３．環境対策の推進

　　　　　　４．空港の高質化と機能の活用

　　　　　　５．航空需要の拡大に向けた取組の強化

　　　　　　６．空港運営の民間委託

　　　　　　７．自主事業の充実
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令和６年度　運動方針の具体的事項

１．財源の確保

⑴　航空機燃料譲与税は、空港周辺地域の安全・環境対策の重要な財源であることから、制
度を維持し、関係地方公共団体の必要な財源を確保すること。また、算定方法を明確にす

ること。

⑵　航空機燃料譲与税の使途について、空港に関連する施設の維持管理など、範囲の拡大を
はかること。

⑶　国有資産等所在市町村交付金の特例を撤廃するとともに、実態に則した評価方法を検討
すること。

⑷　航空機償却資産の課税特例措置の適正化をはかること。
⑸　特定飛行場周辺において移転補償により国が買い入れた土地について、国有資産等所在
市町村交付金の対象とすること。

⑹　コミューター航空事業に係る公租公課の減免及びコミューター機材購入などに対する助
成を行うこと。また、コミューター航空事業者への地方公共団体の運航補助に対する地方

交付税による財源措置を講じること。

⑺　航空機燃料譲与税不交付団体の空港対策に係る財源措置を講じること。
⑻　空港整備に係る公共事業等債の元利償還に算入される地方交付税の確保をはかること。
⑼　直轄事業負担金については、国と地方の役割分担の明確化をはかるなかで見直すこと。
⑽　離島航空路線の確保・維持をはかるための「離島航路航空路整備法 (仮称 )」の早期制
定をはじめ、地域振興につながるような総合的な支援策を着実に推進すること。

⑾　島民生活の安定や離島振興の観点から、引き続き離島空港の整備について特段の配慮を
すること。また、離島の特殊な交通事情に鑑み、離島航空路線に対する財政支援を講じる

こと。

⑿　新型コロナウイルスの影響を受けた航空運送事業者及び空港関連企業など航空業界への
支援に協力すること。とりわけ、財政基盤が脆弱な地方路線の存続に向け、経営体力が低

く資金確保が難しいリージョナル航空会社に対する支援を強化すること。

２．航空の安全の確保と防災対策の充実

⑴　航空管制業務をはじめとする各分野においてヒューマンエラーの防止策を講じるととも
にデジタル化を推進するなど、ソフトとハード両面からの航空輸送にかかる安全対策の見

直し及び強化と、航空関係者に対する安全運航の対策を講じること。

⑵　運航と整備並びに管制を含めた航空における安全・安心の確保をはかること。
⑶　国内外で製造された航空機の耐空性に係る情報収集・監督体制を強化し、運航に係る必
要な措置を適時講じること。

⑷　平成 30年３月に策定の「落下物対策総合パッケージ」に盛り込まれた対策を航空会社
や空港運営事業者とともに着実に実施すること。

⑸　空港等の耐震対策を計画的に実施するとともに、地震など大規模災害時に防災拠点とな
る空港機能の確保をはかること。

⑹　滑走路等の耐震工事等空港施設の整備にあたっては、工事が適正に行われていることを
確認する方法を確立し、工事の品質を確保すること。

⑺　航空機の安全管理が損なわれないよう、操縦士や整備士等の技能維持及び人材確保に留
意し、適切な対策を講じること。

⑻　目指すべき将来の航空交通システムの構築の推進をはかるとともに、航空保安システム
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の機能を保持するための整備をはかること。

⑼　ハイジャック・テロ対策等航空保安対策の強化をはかること。
⑽　空港及び周辺消防施設の整備を促進する等、防災対策の強化をはかること。
⑾　ドローンをはじめとする小型航空機等の空港施設内への侵入対策を強化し、航空機の安
全運航の確保に向けた取組を行うこと。

３．環境対策の推進

⑴　発生源対策
　　①　低騒音機材の導入並びに優先滑走路方式の採用などの飛行経路・運航方式の改善によ

り、航空機騒音の軽減に努めること。

　　②　一般市街地を飛行するヘリコプター及び小型航空機については、騒音を低減させる運

航をすること。

⑵　空港周辺対策
　　①　住宅及び教育施設等防音工事、移転補償等事業など空港周辺環境対策にあたっては、

社会情勢の変化や地域の実態を踏まえつつ、適正に実施すること。

　　②　騒音対策区域の指定解除等に伴い住宅及び教育施設等防音工事等の区域外となった場

合は、過去の指定解除を含め、地元関係者や住民から理解を得られるよう、情報提供や

丁寧な説明を行うこと。

　　③　騒音対策区域の指定解除に伴い区域外となったものを含む移転補償跡地及び緩衝緑地

等の処分及び活用にあたっては、地元関係者との協議を十分に行い、理解を得たうえで

実施すること。

　　④　空港周辺の浸水対策として、空港内に雨水排水処理のための貯留施設を整備する等万

全の対策を講じること。

４．空港の高質化と機能の活用

　１）空港及び周辺関連施設整備

　⑴　空港の整備と高質化
・既存空港の機能の高度化を推進すること。

・交通政策基本法の趣旨に則り、離島を含む地方の振興をはかるため、地方空港の整備

を促進すること。

・国際航空ネットワークの充実に向け、ターミナル諸施設の機能向上とＣＩＱ体制の整

備・強化をはかること。また、効果的かつ短時間で感染症水際対策にも資するよう、

検疫等のあり方を改めて検討すること。

・新感染症の感染抑制に資する衛生的で快適な空港施設の高度化整備を推進すること。

・就航率改善、定時性の確保等による信頼性・利便性の向上をはかること。

・運用の変更等を行う場合は、地元への十分な情報提供と意見・要望を踏まえながら実

施すること。

・発着枠の割り振りにあたっては、地域交流の促進、地域経済の活性化を踏まえた枠配

分を行うこと。

　⑵　空港施設のアメニティ整備
・多様化する空港利用者の安全性・快適性向上のためのユニバーサルデザイン化を推進

すること。

・空港が都市施設として地域により親しまれるよう、駐車場の緑化を進めるなど、空港

公園として整備すること。
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　⑶　エコエアポートの推進
・地域環境と調和し地域と共生する空港をめざすため、エコエアポートを推進すること。

・空港において、施設・車両・地上航空機・空港アクセス等からのCO₂ 排出削減の取
組をさらに進めるとともに、空港の特性を踏まえた再生可能エネルギーの活用を加速

させていくこと。

・各空港において実効性のある空港脱炭素化推進計画の策定及び実施を推進するため、

空港管理者への支援をさらに充実すること。

　⑷　地域の振興につながる周辺整備
　　　空港と地域との調和をはかるため、地域の振興につながる周辺整備を推進し、活性化

に努めること。

　⑸　鉄軌道並びに道路等の空港アクセス整備
　　　定時性の確保等利用者の利便性向上のため、鉄軌道系アクセス整備の充実をはかるこ

と。また、高速道路をはじめとする空港周辺アクセス道路の整備をはかること。

　

　２）空港機能の活用

　⑴　国際及び国内の航空ネットワークの充実と、乗継割引運賃制度の拡充や多頻度化等運
航の多様化により、利用者利便の向上をはかるとともに、地域間交流の拡大、地域の活

性化を推進すること。

　⑵　地方管理空港等を安定的に経営するため、生活路線を含めた地方路線・離島路線の着
陸料軽減措置の維持・充実など、適切な措置を行うこと。また、航空路線廃止にあたっ

ては、航空運送事業者と関係地方公共団体が十分な協議を実施できる仕組みを検討する

こと。

　⑶　地域の振興、空港機能の向上につながる周辺地域の取組に支援をすること。

５．航空需要の拡大に向けた取組の強化

⑴　効果的な国内観光需要喚起の取組を強化すること。
⑵　アウトバウンド及びインバウンド需要喚起やインバウンド受入体制整備の取組を推進す
ること。また、地方空港を含む国際線運航の再開・路線定着をはかること。

⑶　航空・空港の利用者利便が損なわれないよう配慮し、多様な利用者に開かれた公共交通
機関・施設としての公共性を確保すること。

⑷　航空需要の拡大に伴い空港関連事業者が直面する深刻な人手不足に対して、その解消に
向けた支援を充実させること。

⑸　航空機燃料の供給不足解消に向けた取組を推進すること。

６．空港運営の民間委託

⑴　国管理空港等の運営の民間委託にあたっては、各空港の実態を踏まえ、関係地方公共団
体への十分な説明と合意を得ること。また、地域の活性化に資するよう配慮すること。運

営権対価については、関係空港の機能向上へ投資し、地域の発展につなげていくこと。

⑵　民間委託後の安全・環境対策については、国がその実施について責任を持つこと。また、
災害時にも空港機能及び航空ネットワークを維持できるよう、空港運営事業者を指導・監

督し、万全な対策を講じること。

⑶　空港全体の価値向上をはかるため、民間の知恵と創意工夫が最大限発揮されるよう、空
港の設置及び管理に関する基本方針の見直し等、環境を整えること。

⑷　空港運営事業者においては、過去に例を見ない規模での航空需要の大幅な減少が長期化
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したことにより、依然として厳しい経営状況が続いていることから、空港運営事業者の安

定的な空港経営に資する支援策を講じること。

７．自主事業の充実

⑴　空港フォーラムの充実
　　会員を対象とした研修会を充実し、会員相互の交流と情報交換を推進する。

⑵　実行運動の充実強化
　　運動方針の具現化及び対策予算確保に係る実行運動を充実・強化する。

⑶　研修の実施
　　空港問題に関する実務者研修の実施。

⑷　講演会等の開催と後援
　　空港問題に関する調査・研究のための講演会等の主催及び後援。
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空港整備に係る個別要望

⑴　釧路空港の機能向上と国際化の推進
・災害時を含め空港施設の機能を保持し、航空機の安全な運航を確保するため、空港施設

の着実な更新・改良等をはかること。

・一つのシステムで双方向の高カテゴリー対応が見込まれるＧＢＡＳの早期導入等、より

一層の安定運航が可能となる施設の整備を行うこと。

・ＩＬＳカテゴリーⅢをより利用しやすくするための支援制度の創設。

・ＣＩＱ体制の更なる整備と充実により機能の向上と国際化をはかること。

⑵　新千歳空港の拡張整備
・今後見込まれる航空需要の増大を見据えた滑走路増設を含めた空港の将来像の検討や長

距離国際路線の安定運航に必要となる滑走路延長等、公益性が高い空港施設の機能強

化・高質化に資する整備については、国において積極的に進めること。

・誘導路複線化をはじめとする冬期の安定運航等対策や空港施設の耐震対策などの継続事

業については、必要な予算を確保し、着実に進めること。

・空港利用者の増加や更なる航空需要の増大に対応するため、二次交通の輸送力強化に係

る取組への連携・支援をはかること。

⑶　札幌丘珠空港の将来像実現
・滑走路延伸（1,500m→1,800m程度）の2030年供用開始に向けた事業化の調査・検
討及び早期事業化

・空港運用時間の拡大（現状７：30～20：30→７：00～21：00）
・民間航空機の増便と自衛隊の運用の両立に向けた協議・調整（管制・除雪の体制強化

等）

・ビジネスジェットの利用拡大に向けた環境整備（専用動線、CIQ整備等）
⑷　帯広空港の機能向上と整備促進

・国際チャーター便就航時のＣＩＱ体制の充実をはかること。

⑸　稚内空港の整備促進
・就航率を改善するための空港機能の充実をはかること。

・老朽化施設の更新・改良をはかり、航空機の安全運航及び十分な保安体制を確保して、

航空の安心・安全の確保及び空港の機能の継続的な保持に努めること。

・国際チャーター便受け入れのための環境整備をはかること。

⑹　紋別空港の拡充整備
・利用者の利便性の向上及び、航空機の安全運航を確保するため、空港施設の整備・更新

を円滑に実施すること。

⑺　旭川空港の整備促進
・施設の老朽化対策に係る財政支援等の充実をはかること。

⑻　利尻空港の整備促進
・現在、滑走路25方向にＬＯＣ（ローカライザー）が設置されているが、霧や低雲など
悪天候による定期便の欠航や急患搬送要請時に着陸できない状況がある。これら地域住

民の利便性や観光産業の発展、さらには災害発生時や救急患者搬送などへの対応を考慮

し、滑走路25方向のＩＬＳ化（計器着陸による精密進入化）や滑走路07方向のＬＯＣ
設置など将来的な利尻空港の機能高度化をはかること。

⑼　女満別空港の国際化推進と利便性向上
・国際チャーター便の一層の就航環境向上のため、ＣＩＱ体制の充実・強化をはかること。

・乗継利用の拡大に向けた発着時間の設定と割引制度の更なる拡充をはかること。
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・中部線の通年運航の復活、ＬＣＣ路線（成田・関西線）の確実な通年運航化をはかること。

・伊丹線の運航期間延長をはかること

⑽　青森空港の空港機能の充実
・名古屋（小牧）線、神戸線の利用促進

・東京線ダブルトラック化をはじめとする国内路線の充実

・札幌線、大阪線の利用者拡大のための宣伝強化

・ソウル線・天津線・台北線の継続をはじめとする国際路線の充実

・ＣＩＱ体制の充実・強化

・航空路線と新幹線を組み合わせた旅行商品造成の促進

⑾　三沢空港の周辺環境整備と運航拡充
・三沢空港の利用者が安定的に駐車場を利用できるように、空港敷地内だけではなく、隣

接地も含めた、三沢空港の一体的な整備及び機能強化のため周辺環境整備への支援。

・東京羽田線４便化体制を維持するための各種施策及び他路線の増便要請への支援。

⑿　花巻空港の運航拡充及び国際化の推進
・岩手県内をはじめ東北のインバウンドの回復及び増加に向け、訪日誘客支援空港の「拡

大支援型」への格上げ認定、又は同等の支援措置が受けられるよう制度を拡充するとと

もに、航空旅客の円滑な受入れのため、花巻空港の検疫体制及び保安対策の充実・強化

をはかること。

・インバウンド効果の地方への波及の観点から、花巻空港へのＬＣＣを含めた国際便の就

航を促進する施策を講じること。

・ゲートウェイ空港としての活用を強化する観点から、新千歳空港、関西国際空港、那覇

空港、福岡空港等から花巻空港への国内路線網の拡充をはかること。

⒀　秋田空港の機能と利便性向上
・国際線については、地方空港利用者の増加をはかる施策を実施するとともに、国内線に

ついては、大型機材の就航を働きかけること。

⒁　大館能代空港の利便性向上
・東京便の３便化及び大阪便の運航再開による利便性向上をはかること。

⒂　山形空港の運航充実
・既存路線（東京・大阪・名古屋・札幌）の運航充実と利便性の向上。運休路線の運航再

開等地方路線の運航拡充。

⒃　庄内空港の運航拡充と施設整備
・羽田線の通年５便化を実現すること。

・ＬＣＣ（格安航空会社）による成田線の再開や大阪線の復活など国内路線を拡充すること。

・空港ターミナルビル内における国内線と国際線の動線分離及びＣＩＱ（税関、出入国管

理、検疫）体制を整備すること。

・冬期間の安定就航及び国際チャーター便誘致のため、滑走路の2,500ｍ化を推進すること。
⒄　仙台空港周辺地域への配慮

・仙台国際空港株式会社が事業遂行する際に、安全・環境対策が適正に実施され、これま

での安全・環境対策が後退することのないよう、国が指導・監督する等責任を持って関

わること。

・独立行政法人　航空大学校の定員数が平成30年度より増加し、仙台分校での訓練が令
和２年度より開始されているが、定員数の増加に比例して仙台空港周辺での航空大学校

訓練機の騒音が増加することのないよう、対策を講じること。また、昨年５月に感染症

法上の位置づけが変更されて以降、航空需要の拡大による空港の混雑が見込まれる。そ

れに伴い、訓練機の着陸待機のための上空旋回により、待機場所近隣住民からの騒音苦



－ 184 －

情が見込まれることから、訓練機の待機場所について検討すること。

・「仙台空港の運用時間24時間化に関する覚書」締結後の運用時間の延長時間帯におい
ては優先滑走路方式を遵守すると共に優先滑走路を使用できない場合には離陸経路を空

港西側の直進に限定する西側経路対策を遵守すること。

⒅　福島空港の運航拡充と周辺整備
・国際定期路線の早期再開並びにＣＩＱ体制の充実による国際空港化の推進をはかること。

・乗継利用など利便性を高めた発着時刻の設定をはかること。

・原子力災害で観光産業が大打撃を受け、利用客減少により路線維持が厳しく、路線維持

をはかるための助成制度の創設を行うなど、被災地の総合的な支援をはかること。

・防災拠点空港としての機能強化整備をはかること。

⒆　新潟空港の整備と機能強化
・津波や河川氾濫、大雨等の災害時の空港機能を確保するため、機能強化をはかること。

・冬期降雪時の安全性の向上及び安定就航を確保するため、空港機能の充実をはかること。

・騒音対策区域の縮小後も引き続き、CO₂吸収源として脱炭素化にも寄与する緩衝緑地
帯を現状どおり維持管理し周辺環境に配慮するとともに、更なる改善を視野に空港整備

をはかること。

・インバウンド回復やトキエア就航による空港利用者数及び航空貨物取扱量増加を見据

え、ＣＩＱ体制の強化、空港周辺道路整備予算の確保、駐車場拡充をはかること。

・コンセッション導入に向けた空港ビルの財務改善のため、ターミナルビル用地賃借料負

担軽減や、脱炭素化に向けた支援施策の拡充・継続をすること。

⒇　佐渡空港の拡張整備と離島航空路補助制度の要件緩和及び財政支援
・島民の安全・安心の確保及び地域経済の活性化のため、佐渡空港の滑走路2,000ｍ化の
早期実現をはかること。

・離島航空路線に係る運航費補助について、「代替交通機関による所要時間が概ね２時間

以上であること」という補助対象要件を大幅に緩和し、離島の近距離航空路線にも配慮

すること。

・航空機購入に係る補助について財政支援の強化をはかること。

21　小松空港の国際化推進と利便性向上
・ＣＩＱ体制の充実強化をはかり、国際旅客便及び国際貨物便の拡充を推進すること。

・成田空港・羽田空港の国際線乗継の強化及び乗継割引運賃制度の更なる充実と周知をは

かること。

・羽田便の利便性向上とその他の国内既存路線の充実及び国内新規路線の開設を推進する

こと。

・空港内道路及び駐車場の利便性向上並びに駐車料金の更なる軽減をはかること。

・近接する北陸新幹線の駅との接続の向上をはかること。

・空港そのものが持つ集客機能を活かした空港周辺エリアの魅力向上をはかること。

22　松本空港の整備充実
・更なる路線拡充に対応するため、駐機場及び整備場の新設など、施設機能強化に向けた

整備充実をはかること。

23　百里飛行場（茨城空港）の首都圏空港としての積極的な活用
・増大する首都圏の航空需要に対応するため、低コストで発着可能な茨城空港を、羽田・

成田空港を補完する首都圏第３番目の空港として位置付け、積極的な活用に努めること。

・国際路線の増加に対応するため、更なるＣＩＱ体制の充実をはかること。

・利用者の利便性向上のため、一層の空港機能強化をはかること。

・空港を利用したイベントの開催など、空港の利用促進のための支援の拡充をはかること。
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24　成田国際空港の整備
・成田空港の更なる機能強化は、中長期的な航空需要に対応するために必要な施策である

ことから、着実に推進するとともに、その実施にあたっては、環境対策及び地域振興策

の充実をはかること。

・首都圏空港の一体的運用をはかるため、成田空港内及び空港周辺における鉄道の単線区

間の解消や過密状態にある都心側ダイヤへの対応など、成田・羽田両空港間及び、都心

と成田空港間の鉄道アクセスの改善を推進すること。

・成田空港周辺道路網について、首都圏中央連絡自動車道（圏央道）、一般国道464号北
千葉道路などの広域的な幹線道路のみならず、更なる機能強化に伴う付替・補償道路の

整備を着実に進めること。地域住民・物流事業者等の移動円滑化に資するよう、空港周

辺道路全体のネットワーク強化に取り組むこと。

・航空機からの落下物根絶を目指し、落下物防止対策基準を遵守徹底するほか、他の空港

の事例を共有する仕組みを構築する等の情報収集及び分析の強化に取り組むこと。ま

た、落下物や部品欠落事案が発生した際は、関係機関に対し速やかに報告するととも

に、原因究明等の進捗及び再発防止のための様々な取り組みについて随時情報を提供す

ること。

25　東京国際空港の空港アクセスの充実と機能強化
・空港利用者の利便性向上と、周辺環境の保全維持のため、鉄軌道（京浜急行電鉄空港線

と東京急行電鉄多摩川線を短絡する新空港線「蒲蒲線」及び区部周辺部環状公共交通）

及び道路（国道357号線川崎側未整備区間）の整備を着実に進めること。
・羽田空港において新飛行経路の運用が開始されたが、空港周辺や飛行経路下の住民から

は騒音や落下物を心配する声が出ている。これまで示された騒音軽減対策、安全対策等

を確実に実施し、その検証や評価を含めた更なる対策の強化及び徹底をはかるととも

に、様々な手段により、情報提供の充実を行うこと。また、空港周辺地域のまちづくり

に関して、地域への必要な支援を行うこと。

26　八丈島空港の整備促進
・空港機能の拡充と利便性向上のため、ターミナルビルの増改築に財政支援を行うこと。

27　静岡空港のアクセスの充実及び機能強化
・空港利用者の利便性向上及び空港の機能強化のため、空港直下を通過する東海道新幹線

の新駅設置を推進すること。

・空港へのアクセス向上及び空港周辺地域の生活環境の向上のため、空港アクセス道路の

整備に関する財政的支援策を講じること。

28　名古屋飛行場の路線確保と支援
・利用者ニーズに対応した路線確保のために必要な措置を講じること。

・コミューター機・ビジネス機など小型航空機を中心とする多様な運航をめざす都市型総

合空港のモデルケースとして位置付け、積極的な支援を行うこと。

・名古屋飛行場周辺の国管理地について、地域の活性化につながるよう、民間への売却等

の有効活用策を推進するとともに、国所管施設の供用について変更を行う場合は、利用

者への周知並びに周辺住民及び地元関係機関との協議を十分に行い、理解を得ること。

29　中部国際空港の第二滑走路整備及びアクセスの充実
・2021年度に愛知県を始めとした関係自治体及び経済団体にて、とりまとめた『中部国
際空港の将来構想』の第１段階である代替滑走路の供用開始に向けた支援を行うこと。

また、今後の空港アクセスの利便性及び信頼性向上のため、西知多道路整備を着実に進

めること。

・国際線の再開や新規就航の受入れが円滑に行われるよう、深刻な人材不足が続くグラン
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ドハンドリング事業者の人材確保及び業務の省力化や旅行者の利便性向上を目的とした

各種機器の導入をはじめとした空港の機能強化に対する財政支援を行うこと。

30　八尾空港の安全確保と環境整備
・市街地に位置する空港の立地特性を踏まえ、安全運航に万全を期し、地域住民の安全を

確保するとともに、地域と共存する空港となるよう、周辺地域の生活環境の向上に資す

る整備の充実をはかること。

31　関西国際空港の機能充実及び国際的競争力強化による国際ハブ化の早期実現
・関西エアポート株式会社が、創意工夫を活かした効率的かつ戦略的経営によって関西国

際空港のポテンシャルを最大限に引き出し、国際競争力の強化をはかれるようできる限

りその意向に配慮すること。また、法令に定める監督、認可等の権限を適正に行使し、

空港の円滑な運営、事業価値の更なる向上に資するよう航空需要の拡大に向けた対策を

講じること。

・関西への誘客促進と我が国全体の航空需要の拡大に資するよう、欧米等中長距離直行便

の拡充や羽田線をはじめとする国内主要路線の拡充等によるネットワークの充実を図る

とともに、旺盛なインバウンド需要を受け止めるべく、24時間運用の強みを活かした
年間発着回数30万回の実現と、人手不足の解消及び空港機能の強化を目指した必要な
措置を講じ、また、インバウンドの目的地となる各地域への受入環境整備への支援を行

うこと。

・人・モノ・情報の交流拠点として優れた能力を発揮するため、大阪都心部とのアクセス

改善が可能となる高速鉄道等の整備を早期具体化すること。

・関西国際空港全体構想の早期実現に向けて２期事業の完全供用をはかること。

・海上空港という特性に起因する津波や海上テロなどにより空港が孤立することがないよ

う、アクセスルートの冗長化により空港の安全・安心を確保するため、新たに南ルート

の早期具体化をはかること。

・2025年大阪・関西万博の開催に向け、第１ターミナルリノベーションが着実に実施で
きるよう、財政支援の他、出入国審査官等の増員など、更なる機能強化をめざした取組

に対して必要な措置を講じること。

32　大阪国際空港の利用者利便の向上と機能の活用
・存続協定の趣旨に則り、国は責任を持って、環境基準の達成に向けて不断の努力を行う

とともに、万全な安全・環境対策が実施されるよう、空港運営権者等を指導・監督する

こと。

・本空港を国及び地域の貴重な資源として、交通アクセスを含め、その利便性を向上させ

るとともに、地域振興につながる取組を総合的に支援すること。

・国内外の旅行需要の回復・拡大が進むとともに万博を視野に入れたインバウンド受入体

制の整備が求められるなか、空港運営権者や航空会社の判断によって国際チャーター便

や国内長距離便の運航が可能となるよう、また、第９回関西３空港懇談会で合意された

発災時の３空港相互支援体制の構築が可能となるよう、国が主体的に「空港の設置及び

管理に関する基本方針」及び「関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的な設

置及び管理に関する基本方針」その他の必要な見直し並びにそれらの見直しに向けた環

境整備を行うこと。

33　但馬空港の機能充実
・空港利用者の利便性向上のため、東京直行便（羽田空港乗り入れ）の早期実現をはかる

こと。

34　神戸空港の機能強化の取組みに対する支援
・神戸空港が関西の成長の一翼を担う観点から、関西国際空港・大阪国際空港を補完し、
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関西全体の航空需要拡大に寄与するため、空港施設の拡張や旅客の利便性向上に資する

先進的な保安検査機器の国内線への導入に対して財政支援を行うこと。

・関西国際空港との連携強化に資する海上アクセスターミナル間や新たに整備を行うター

ミナル間の回遊性向上に向けた歩行者デッキなどの整備への財政支援を行うこと。

・円滑な国際チャーター便の受入のため、航空法、関税法、出入国管理及び難民認定法、

検疫法の各法令による指定を行うとともに、CIQの人員体制、事業費を確保すること。
・国際プライベートジェットのさらなる受入れに向けた入国時の受入時間、フライトプラ

ン届出期限の緩和を行うこと。

・民間事業者が実施するプライベートジェット専用ターミナル、エプロン、格納庫の整備

に対する補助制度を創設すること。

・空港車両のEV・FCV導入、再生可能エネルギー（太陽光）を利用する脱炭素化に向
けた財政支援及び事業費の確保を行うこと。

35　岡山空港の空港機能の充実
・国際化の伸展に対応して、ＣＩＱ体制の整備・充実をはかること。

36　広島空港の空港機能の拡充と国際化の伸展
・中国・四国の拠点として、新規国際定期路線の開設及びＣＩＱ業務体制の拡充をはかる

こと。

・災害時を含め空港施設の機能を保持し、航空機の安全な運航を確保するため、基本施設

等の着実な更新・改良をはかること。

・空港利用者等の利便性向上のため、道路ネットワークや公共交通網の充実など、空港ア

クセスの向上をはかること。

37　鳥取空港の運航拡充と空港機能の充実
・国際化推進のため、ＣＩＱ体制の充実強化をはかること。

・東京線の運航ダイヤの改善及び運賃割引制度の拡充をはかること。

38　美保飛行場（米子空港）の空港機能の充実と運航拡充
・国際定期路線等に対する支援の充実をはかること。

・運休路線の運航再開をはかり、航空ネットワークを維持すること。

39　隠岐空港の利便性の向上及び運航拡充
・利用者のニーズ、利便性に応じた機材での運航と、ダイヤ改善をはかること。

・離島振興、地域振興、観光振興の観点から、東京直行便の実現に向けた対応策の拡充を

はかること。

・航空利用者の利便性向上のため、出雲線、大阪線（繁忙期）の複便化をはかること。

40　出雲空港の空港機能の充実と運航拡充
・航空ネットワークの維持・拡充をはかること。特に名古屋（小牧）線、名古屋（中部）

線、静岡線の地方都市間航空路線の維持がはかられるよう、必要な支援を行うこと。

・安定的な運航の維持をはかるため、羽田空港の混雑による航空機離発着の遅延に対し、

必要な対応を講じること。

・国際化推進のため、ＣＩＱ体制の充実強化をはかること。

41　石見空港の利便性向上及び国際化推進
・利用者の利便性の向上及び地域振興のため、東京便１日２往復運航の継続と大阪便定期

運航再開をはかること。

・国際チャーター便の一層の就航環境向上のため、ＣＩＱ体制の充実強化をはかること。

42　高松空港の機能向上
・視界不良による欠航便数を低減するため、ＩＬＳ（計器着陸装置）カテゴリーⅢを設置

すること。
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43　徳島空港の運航拡充
・利用者のニーズに対応した運航ダイヤの設定をはかること。

・航空機の整備・運航に万全を期し、利用者・空港周辺地域住民の安全を確保するととも

に騒音緩和をはかること。

・乗継割引を含めた運賃割引制度の拡充をはかること。

44　松山空港の耐震強化と機能の拡充
・地震災害時においても、滑走路2,500ｍの機能が確保できるよう、耐震対策をはかること。
・空港機能の拡充と空港利用者の利便性向上のため、バス（タクシー）プールの改善をは

かること。

45　高知空港の安全運航の徹底と周辺環境整備及び利活用の推進
・航空機の整備については万全を期すとともに、安全な運航に努めること。

・離発着での振動及び排気ガスに対する対策を講じること。

・防災対策、危機管理対策の強化をはかること。

・空港を利用したイベントの開催など、空港の利用促進のための財政支援の拡充をはかる

こと。

・騒音対策区域の指定解除に伴い、区域外となった緩衝緑地等の処分については、周辺住

民及び地元関係機関との協議を十分に行い、理解を得たうえで実施すること。

46　北九州空港の機能強化及び利活用推進
・滑走路3,000ｍ化の早期供用に向けた協力。
・物流拠点機能の向上に向けた協力。

・新門司沖土砂処分場（３工区）の活用に向けた協力。

47　福岡空港の機能強化と周辺環境整備の推進
・空港運営の安全性や公共性が確保されるよう、国の責任のもと、運営状況の監督・指導

や必要な支援など、適切な取組を講じること。

・航空機混雑を解消するとともに、将来の航空需要に適切に対応するため、増設滑走路の

令和６年度末供用開始に向け、整備推進をはかること。なお、関係の工事にあたって

は、周辺住民の生活環境に配慮すること。

・国際線については、増設滑走路やターミナルの供用により増加する出入国者数に対応す

るため、入国審査官等の更なる増員や顔認証ゲートの運用拡大、定期便ダイヤ設定時間

に合わせたＣＩＱ業務の時間拡大をはかること。また、要人や高付加価値旅行者などの

円滑で迅速な入国のため、動線などの柔軟な運用をはかること。

・空港機能の強化に併せた空港と周辺地域との共生策として、空港と周辺地域の振興と活

性化を推進するため、移転補償跡地の利活用など地域のまちづくりに積極的に取り組む

こと。

・福岡空港は市街地に位置しており、発着回数も段階的に増加していくことから、周辺住

民及び関係機関との協議を十分に行い、理解を得ながら、騒音・環境対策事業の拡充を

はかること。特に、住宅防音工事については、対象室数の制限を見直すとともに、建替

えや増改築も新たに対象とすること。また、防音工事施工済みの住宅の経年劣化調査に

おいて、防音性能の低下が認められた住宅があったことから、防音性能を回復するため

に必要な対策を講じること。さらに、空調機の更新工事についても、対象室数の制限を

見直すとともに、住民負担額の軽減をはかること。加えて、教育施設等については、防

音工事で設置した空調機の２回目以降の機能回復工事を制度化すること。

48　佐賀空港の機能強化及び利用促進
・滑走路延長（2,500ｍ化）の早期供用に向けた協力
・佐賀空港を発着する国内線１路線及び国際線３路線の利用促進及び運休路線の完全復便
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49　長崎空港の活用推進
・ＣＩＱ体制の強化と国際定期路線の充実をはかること。

・長崎空港運用24時間化に向けて、空港機能強化をはかること。
50　福江空港の施設整備

・空港保安施設の整備充実により、安全運航及び就航率の向上をはかること。

・チャーター便の就航環境向上のため、ＣＩＱ体制や給油施設などの整備をはかること。

51　壱岐空港の整備
・壱岐空港は、滑走路長が1,200ｍと短いことから、チャーター便の誘致も厳しい状況に
あること、また、将来の壱岐の空路の維持存続と地域振興発展のため、滑走路の延長

（最低1,500m以上）の整備をはかること。
・離島における防災拠点として、ターミナルビルの改修・整備に対する、財政的支援策を

講じること。

52　対馬空港の整備
・対馬空港は、立地条件や気象条件が悪いことに加え、滑走路の距離（1,900ｍ）が短い
ことから、国内の空港の中でも非常に着陸が難しい空港であるといわれ、他の空港より

も着陸のやり直しや引き返し、欠航が多く、安心・安全・安定運航に影響を及ぼしてい

る状況であること、また、国境離島としての役割を担う上での重要性と地域経済の活性

化をはかるために必要不可欠なジェット機の就航再開のため、滑走路延長（最低2,000
ｍ以上）の整備をはかること。

・併せて、滑走路32側にＬＯＣ（ローカライザー）が設置されているが、滑走路14側に
は設置されていないため、安定運航のためにも空港機能の高度化をはかること。

53　大分空港の運航拡充
・乗継割引を含めた運賃割引制度の拡充

・国際化推進のためのＣＩＱ体制の充実

・空港機能を拡充する施設整備

・騒音・環境対策事業の充実

54　熊本空港の整備と機能強化
・熊本地震において車中泊の避難者が多かったことを鑑み、駐車場の活用・拡張など大規

模災害時における避難施設としての活用について検討すること。

・九州中央の内陸部に位置するなど熊本空港が持つ防災拠点としての優位性をいかし、九

州を支える広域防災拠点としての機能を強化するため、防災上の拠点空港として位置づ

けるとともに、救援物資保管施設など必要な施設整備について所要の措置を講じること。

・国内路線・国際路線の拡充等に対応できるようにするため、エプロンを増設すること。

・ＣＩＱ体制について、急増するアジア等からの来客に対し迅速かつ適切に対応するた

め、充実・強化をはかること。

・騒音、環境対策事業の充実をはかること。

・運営会社に上記事項を検討させること。併せて、空港周辺市町との共生に関する事業の

更なる充実をはかること。

55　宮崎空港を発着する航空路線の維持・充実及び空港周辺地域への配慮
・国際線の再開や国内航空路線の維持・充実のため、地方空港の受入体制の整備を促進す

ること。

・現在、無償貸付を行っている土地については、周辺住民の民生安定に配慮し今後も無償

貸付を継続すること。

・空港周辺の住宅防音工事で外部開口部に設置した防音建具について、経年劣化等により

その機能の全部または一部を保持していない場合、その取替えについて更新工事の補助
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制度を新たに創設すること。

・独立行政法人航空大学校の定員数が平成30年度より増加しているが、定員数の増加に
比例して宮崎空港周辺での航空大学校訓練機の騒音が増加することのないよう、対策を

講じること。

56　鹿児島空港の利用者増に向けた機能の充実と周辺環境整備の推進
・国際線の利便性向上と利用促進のため、ＣＩＱ体制の充実をはかること。

・空港アクセス交通についての速達性や乗換利便性、案内機能の向上をはかり、交通拠点

機能としての強化に努めること。

・鹿児島空港の利用者増に向けた機能の充実と周辺整備をはかること。

・空港利用者の利便性向上のため、鹿児島空港周辺の渋滞緩和対策をはかること。

・騒音・環境対策事業の充実をはかること。また、これらの事業の遂行には、周辺住民及

び地元関係機関との協議を十分に行い、理解を得ながら対応すること。

・航空機エンジンテストに起因する騒音の発生源及び防音対策を講じること。

・教育施設等防音工事については、防音工事で設置した空調機の２回目以降の機能回復工

事を制度化すること。

57　屋久島空港のジェット化の推進と機能の拡充
・ジェット機の就航が可能となる滑走路の延長整備（2,000ｍ）を推進すること。

58　喜界空港の整備支援
・空港ビルの快適性向上のための施設整備・改修について財政支援を行うこと。

59　徳之島空港の利活用の推進
・「大阪－徳之島」間の直行航空路線の復活など、離島空港と東京・福岡等との国内航空

路線や離島間の航空路線の拡充・強化をはかること。

・世界自然遺産登録が実現し、観光入込客の増加が期待される。離島航空路の快適性向上

はもちろんのこと、観光入込客の増加を見据えた、ターミナルビルの整備・改修及び、

施設設備をはかること。

60　沖永良部空港の安全の確保と防災対策の充実
・空港及び周辺消防施設の整備を促進する等防災対策の強化をはかること。

61　与論空港の整備支援
・空港ビル前のアーケード整備について財政支援を行うこと。

・エプロン拡張への様々な支援（定期便利用時、ドクターヘリ・他の小型機受け入れに支

障があるため）を行うこと。

・滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）基準を満たす整備への財政支援を行うこと。

62　新石垣空港の整備と機能強化
・インバウンドの回復及び増加に向けた、国際線受入れ強化のための検疫体制及び保安体

制の整備強化をはかること。

・観光需要が回復する中、長距離国内線及び国際線が就航可能となる滑走路の延長、誘導

路及びエプロンの拡張整備をはかること。
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（参　　考）

令和６年度　分担金負担割合算出基準

　次の区分により算出した合計額とする。

１．均　等　割　　　　　　　　　　　　　　　　１０，０００円

２．空港種別割　　

　　国際航空輸送網又は

　　国内航空輸送網の拠点となる空港　　　　　　２０，０００円

　　国際航空輸送網又は国内航空輸送網を

　　形成する上で重要な役割を果す空港　　　　　１０，０００円

　　その他の空港・飛行場　　　　　　　　　　　　５，０００円

    
　ただし、空港が所在しない市町村は免除する。また、複数の空港が所在す

る市町村については、所在する空港が当てはまる空港種別の額のうち最も高

い種別の額とする。

３．航空機燃料譲与税割

　令和４年度３月期及び令和５年度９月期に譲与された航空機燃料譲与税合

計額（複数の空港について譲与された場合は、それらの譲与額を合算した額）

の 10,000 分の 1.5 の額とする。

　ただし、1,000 円未満は切り捨てた金額とする。

※航空機燃料譲与税割の推移

　■基準 ：10,000 分の 4.0
　・平成 16年度～平成 18年度 ：10,000 分の 3.5
　・平成 19年度～平成 22年度 ：10,000 分の 3.0
　・平成 23年度～ 24年度 ：10,000 分の 2.0
　・平成 25年度～ ：10,000 分の 1.5
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羽田空港対策特別委員会 

令和７年４月 16日 

資源環境部 資料 47番 

所管  環境政策課 

令和６年 11月 大田区航空機騒音固定調査月報（確定） 

測定地点 

Lden 騒音レベル 測定回数 

測定 
日数 測定値 

(dB) 

環境 

基準値 

(dB) 

最大値 

(dB) 

最小値 

(dB) 

0 時 

～ 

7 時 

7 時 

～ 

19 時 

19 時 

～ 

22 時 

22 時 

～ 

0 時 

合計 

大田市場 57 62 以下 82.4 61.1 322 3,216 792 316 4,646 30 

中富小学校 48 57 以下 77.6 51.2 308 2,237 704 308 3,557 30 

新仲七町会会館 50 57 以下 86.6 53.4 276 1,936 436 146 2,794 30 

※ 測定期間 ： 令和６年 11 月１日 ～ 11 月 30 日 

※ 「航空機騒音測定・評価マニュアル」（令和２年３月 環境省）に準じて行った。 

※ 騒音レベルは測定した航空機騒音の最大値及び最小値である。（ヘリコプターを除く） 

 
    

航空機騒音測定地点の位置図 
 

 

※環境基準Ｌｄｅｎについて 

環境基本法 16 条では、「騒音に係る環境上の条件について、人の健康を保護し、及び生活環境を保全

するうえで維持されることが望ましい基準を定めるものとする」（一部抜粋）と規定しています。 

これを基に、地域の類型に合わせ、次の基準値を定めています。 

類型Ⅰ 住居専用地域等  57dB 以下 

類型Ⅱ 上記以外        62dB 以下 



５ 申込方法・期間
令和７年４月15日（火）午前９時より
右のQRコード（Peatix）から申込可能

※定員に達し次第、終了
※参加費は、無料

１ 概要
カーボンニュートラルに向けての動きが世界で加速する中、CO2を資源として利用

する炭素循環（カーボンリサイクル）の重要性が急速に高まってきている。
そうした時代の潮流を捉え、当該分野のトップランナーによる講演、研究機関による
研究成果、スタートアップの新技術等のポスター展示、資金調達や研究助成に関する
相談コーナーなど、区内外から約30の企業・団体が集う異分野交流イベントを羽田イ
ノベーションシティで開催する。
本イベントの実施により、区の先進的取組みの対外PR、羽田イノベーションシティの

プレゼンス向上、出展企業間の連携促進、区内中小企業の環境経営意識の醸成などが
期待される。

●主たる登壇者 ※変更の可能性あり

【基調講演】出光興産株式会社 代表取締役副社長・執行役員 平野敦彦 様
株式会社日本航空 GX企画グループ長 廣谷和生 様
独立行政法人製品評価技術基盤機構 イノベーション支援課主査 福田淳 様

２ 開催日時
令和７年５月13日（火）午後０時30分から午後５時まで

３ 会場・定員（先着順）
PiO PARK（羽田イノベーションシティ ZONE K ２階）：120名
※オンライン配信もあり

４ 座組
主催 一般社団法人カーボンリサイクルファンド（CRF）

公益財団法人名古屋産業科学研究所（中部TLO）
大田区

後援 株式会社日本政策金融公庫 大森支店

「炭素循環で未来を創る！ オープンイノベーションのための
異分野交流2025」の開催について

参考（過去の状況写真）

羽田空港対策特別委員会

令和７年４月16日

資源環境部 資料48番

所管 環境政策課



 

 

羽田イノベーションシティにおける取組報告について  

 

１ 今後の主な予定等 

（１）HICity 全体 

   ア 初夏フェス（羽田みらい開発株式会社主催、大田区後援） 

・日程：令和７年５月１日（木）～31 日（土） 

・内容：年齢や性別、国籍、障がいなど、人々の属性によることなく誰もが楽し 

く参加できる「No BORDER BONODORI」等を開催。  

 

（２）区施策活用スペース「HANEDA×PiO」 

ア PiO PARK の催し 

(ア)次世代セミナー (大田区産業振興協会主催） 

 続 アルミニウムの世界－その製造方法と合金の特徴－  

・日時：令和７年４月 23 日（水）14：30～17：00 

・内容：注目のアルミニウムがどのように製造されているかを理解し、取り入 

れて製品の軽量化の検討を進めるためのセミナー。 

・対象：大田区内企業を中心とした、アルミニウムの使用やアルミニウム合金 

の可能性に興味がある方 

 

（イ）HANEDA 共創プラットフォーム（事務局 大田区産業振興協会) 

「第 15 回ベンチャーフレンドリー塾」 

・日時：令和７年４月 24 日（木）15：00～16：30 

・内容：「中小企業の技術漏洩対策」をテーマとして開催。区内企業の意識向 

上と具体的な対策の強化を目的として専門家による講演や事例紹介、 

ディスカッションを実施。 

・対象：ベンチャー企業、区内製造業、金融機関など 

・対象：大田区に拠点を有する中小企業の経営者及び海外事業担当者など 

 

２ 直近に実施した主な催し等 

（１）HICity 全体 

   ア 大田区産業拠点 MEET UP 

・日時：令和７年２月 20 日（木）15：00～17：00 

 羽田空港対策特別委員会 

令和７年４月 16日 

産業経済部  資料 49 番 

所管   産業振興課 



 

ショートピッチの様子 

 

交流会の様子 

 

terminal.0 見学会 

 

交流会の様子 

 

・内容：HICity 入居企業を含め、大田区内に立地する産業拠点（工場アパー 

ト、インキュベーション施設等）に入居する企業が対象の交流イベン 

ト。PiO PARK にて担当者による各拠点紹介、入居企業のショートピ 

ッチの後交流会を行った。 

・対象：HICity 入居企業、大田区内産業拠点入居企業 

・参加者：56 名（各拠点入居企業 28 名、拠点関係者 28 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ロボティクスクロスミート 

・日時：令和７年２月 26 日（水）15：00～17：00 

・内容：ロボティクスに関連・関心のある事業会社（terminal.0 及び HICity 

の入居企業）によるピッチ＆交流イベント。terminal.0 の見学会の 

後、参加企業によるピッチ、交流会を行った。 

・対象：ロボティクス関連の HICity、terminal.0 入居企業及び HICity 関係者 

・参加者：28 名 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

ウ キングスカイフロントサイエンスフォーラム 2024 との連携 

・日時：令和７年３月 14 日（金）14：30～19：30 

・内容：キングスカイフロントで開催された「キングスカイフロントサイエン 

スフォーラム 2024」に HICity 入居企業が出展し、展示及びプレゼン 



 

清掃活動の様子 

 

意見交換会の様子 

 

展示会場の様子 

 

展示ブース例（大田区） 

 

テーションを行うことで羽田・川崎間の交流を促した。 

・対象：キングスカイフロント入居企業、HICity 入居企業 

・HICity 側参加者：4団体（大田区、一般社団法人加熱技術協会、METALISM、 

学校法人藤田学園 藤田医科大学東京 先端医療研究センター ） 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

エ 水辺の清掃活動 

・日時：令和７年３月 17 日（月）13：00～15：00 

・内容：ソラムナード羽田緑地付近での清掃活動と水辺環境に関する意見交換 

会を実施。清掃活動では、ソラムナード羽田緑地及び河岸のゴミを 

45ℓ ゴミ袋で約 20 袋分を回収。意見交換会では、講師からの水辺活 

用事例紹介のほか、羽田の水辺活用について参加企業同士による意 

見交換を行った。 

・参加者：HICity 入居企業、空港系企業等 21 団体 55 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 東京クリエイティブサロン 2025 との連携 

・日程：令和７年３月 13 日（木）～23 日（日） 

・内容：国内最大級のクリエイティブの祭典「東京クリエイティブサロン 2025」 

が羽田エリアで開催されることに合わせ、羽田イノベーションシティに  

おいてもアート展示を実施。 



 

アート展示の様子 

 

「ハッカソン発表会」の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）区施策活用スペース 

ア ハッカソン発表会(株式会社デンソー主催・大田区産業振興協会共催) 

・日時：令和７年３月８日（土）10：00～17：00 

・内容：テーマは「未来の都市課題をモビリティで解決する」。自動運転が普 

及した未来社会を構想し、大田区の都市課題をモビリティで解決する 

アイデアを２か月弱かけて構想し、コンセプトを表現した模型等を作 

成、最終的に４チームからの発表があった。グランプリは「第三の居 

場所 Car」グループ。2040 年代を担う若者に第三の居場所を提供する 

ようなモビリティ（安全や支援を提供する場、新たな出会いや多様な 

価値観を体験する場）を提案した。 

・参加者：31 名（うち区内企業 11 名、PiO PARK 月額利用者３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 大田区実証実験促進事業 成果発表会（大田区主催） 

・日時：令和７年３月 10 日（月）15:30～17:00  

・内容：今年度の大田区実証実験促進事業で採択した２社が区内で実施してい 

る実証実験プロジェクトの成果発表及び交流会。令和６年度は、アプ 

リケーションを活用したコミュニティバス乗車券のデジタル化等の提 



 

「海外取引セミナー」の様子 

 

成果発表会の様子 

 

案と、一つの二次元コードで多言語対応を可能とする特許技術を用い 

た情報発信強化の提案の２件を採択し、実証実験を実施。 

・対象：スタートアップ、企業、行政関係者など 

・参加者：32 名 

      

 

 

 

 

 

                                       

 

ウ 海外取引セミナー (大田区産業振興協会主催） 

・日時：令和７年３月 19 日（水）15：00～16：30 

・内容：年４回開催の最終回。ASEAN 市場の動向と貿易のトレンドをテーマ 

に、国際機関 日本アセアンセンター（AJC）等が講演を行った。成長 

市場として期待される東南アジア諸国（ASEAN）は、中小企業にとっ 

て重要な投資先となることが期待されている。今後も区内企業が海外 

市場で成功するためには、市場動向を注視し、リスクを適切に管理す 

ることが重要である。ASEAN 市場進出を検討する区内企業の一助とな 

るセミナーとなった。 

・参加者：37 名（うち区内企業 23 名） 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

エ 羽田イノベーションシティにおける医工連携に関する連携協定締結式 

・日程：令和７年３月 28 日（金） 

・内容：大田区、（公財）大田区産業振興協会、（学）藤田学園それぞれが有 



 

協定締結式の様子 

 

する機能を相互に活用し、区内産業の更なる発展及び医療機器のイノ 

ベーション創出をともに目指すことを目的に、「羽田イノベーション 

シティに関する医工連携に関する連携協定」を締結。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ PiO PARK 利用実績等 

（１）PiO PARK 利用実績 

 

（２）PiO PARK 在籍コーディネーター活動実績 

 

 

 

 

（３）羽田イノベーションシティ/PiO PARK 視察受入実績 

 

 

 

 

 

 

 １月 ２月 ３月 
令和６年度 

累計（速報値） 
令和６年度 
累計(確定値) 

令和５年度 
累計 

来訪者数 
 (うちイベントの 

オンライン 
参加者数) 

2,418 

（120） 

3,661 

（55） 

1,419 

（13） 

28,278 

（655） 

29,613 

（655） 

24,943 

（1,145） 

イベント件数 22 34 22 227 227 205 

 12 月 １月 ２月 
令和６年度 

累計 
令和５年度 

累計 

PiO PARK 
在籍ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

活動実績 
41 36 35 401 402 

 １月 ２月 ３月 
令和６年度 

累計 

視察 
受入 
実績 

国内 ７ 9 7 127 

海外 2 1 0 36 

合計 9 10 7 163 

※産業経済部及び大田区産業振興協会における受入実績 
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